
（題字／橘右女次）
“来！BuRaRi”はライブラリの意味ですが、ぶらりと来てもらえる図書館に！との思いも込めています！
“にほんばし”の題字は、寄席文字書家の橘右女次（たちばなうめじ）さんによるものです。
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特集
「浮世絵に描かれた橋-日本橋-」

「江戸名所橋尽 日本橋」初代・歌川広重　
画像：国立国会図書館デジタルコレクション　 https://dl.ndl.go.jp/pid/1302095 （参照 2025-09-30）

江戸時代、徳川幕府のもと経済が発展し、人々の暮らしが豊かになるにつれ、江戸の庶民たちも生活の
なかで文化を享受できるようになりました。そのような時代に生まれ発展を遂げた浮世絵は、大衆に好ま
れる主題が選ばれ安価で流通し、長きにわたり人々の目を楽しませました。

制度化された参勤交代のため街道や宿場町が整備され、旅も人々の身近なものとなりました。享和2年
（1802）に刊行を開始した十

じっぺんしゃいっく

返舎一九の小説『東海道中膝栗毛』が人気を博したこともあり、旅ブームが
起こります。浮世絵でも葛

かつしかほくさい

飾北斎の「冨嶽三十六景」や歌
うたがわひろしげ

川広重の「東海道五拾三次」など、眺めるだけ
でも旅の気分を味わうことができる名所絵が人気を集めます。そして、五街道の起点である日本橋の姿は様々
な絵師たちによって浮世絵に描かれてきました。

今回は、江戸の象徴日本橋を描いた3人の絵師をご紹介します。

日本橋図書館
館報

2025.10.31
（No.106）
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初代・歌
うたがわ

川国
くにさだ

貞
天明 6年～元治元年（1786～1864）

渡舟場経営の家に生まれました。十代半ばから初代・

歌
うたがわ

川豊
とよくに

国に師事し、弘化元年（1844）に師匠の豊国号を継い

で二代目豊国を自称しましたが、既に豊国の養子・豊
とよしげ

重が二

代目を名乗っていたため、現在は三代目・歌
うたがわ

川豊
とよくに

国とされて

います。浮世絵の新たな表現として美人画や役者絵に風景画

を組み合わせたり、西洋画の技法にも関心を持ったりと模索

していました。弟子が多いことでも知られた国貞は、版元と

組んで量産にも成功しており、生涯において一万点以上の役

者絵や美人画を残しています。また、同じ歌川派の国貞と広

重は交流があり、二人の合作「雙
そうひつ

筆五十三次」が残されてい

ます。広重の死
し に え

絵を描いたのも国貞であることから二人の親

交の深さがうかがえます。

左図は正面に日本橋が描かれ、奥から向かってくるの

は大名行列です。“お江戸日本橋七つ立ち”（午前 4 時）

の言葉通り、早朝から東海道に入り一日に歩く距離を長

くして参勤交代の経費を節減しようとするのが当時の大

名行列の習いでした。

溪
けいさい

斎英
えいせん

泉
寛政 3 年～嘉永元年（1791～1848）

武士の子として生まれ、本名は松本（のち

に池田）俗称善次郎。若くして両親、養母

を亡くした英泉は仕官していた家を追われ、

狂言作者になったり、娼
しょうか

家の経営などをした

りと異色の経歴の持ち主です。住まいも転々

とし、一時期は日本橋坂本町（現・日本橋兜

町）にも住んでいました。

菊
きくかわ

川英
えいざん

山に師事し、作品の多くは美人画

です。また、優れた風景画を描く葛
かつしか

飾北
ほくさい

斎を

私淑し、歌川広重の名所絵からも影響を受け、

自身も名所絵を描いていました。天保 4 年（1833）には浮世絵考証本『浮世絵類考』に加筆し、『无
む め い

名翁
おう

随
ずいひつ

筆』を編纂し

考証家としても活躍しています。天保の改革後は文筆業に力を注ぎ、一
いっぴつあんかこう

筆庵可候と名乗り、合
ごうかん

巻や滑稽本を執筆していま

した。「木曽街道六拾九次」（天保 6 年・1835）の刊行も開始し、経緯は不明ですが途中から広重に引き継いでいます。

上図の日本橋は西洋絵画的なタッチで描かれ、周りをアルファベットが取り囲むという一風変わったものです。アルファベッ

トの「V」に「O」「C」が絡んでいるのは東インド会社のロゴマークです。

「東海道名所風景 東海道 日本橋」初代・歌川国貞（三代目・豊国）
画像：国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl.ndl.go.jp/pid/1309472（参照 2025-09-30）

「江戸日本橋ヨリ冨士ヲ見ル図」渓斎英泉
画像：国立国会図書館デジタルコレクション

https://dl.ndl.go.jp/pid/1305155（参照 2025-09-30）

日本橋を描いた絵師たち

2



初代・歌
うたがわ

川広
ひろしげ

重
寛政 9年～安政 5年（1797～1858）

八
や よ す

代洲河
が し

岸（現・八重洲）で江戸の消防活動を行う定
じょう

火
び け し

消同
どうしん

心の家に生まれました。15歳のときに歌
うたがわ

川豊
とよひろ

広に入

門して浮世絵を学び、37歳のときに家職を譲った後、絵師

に専念しました。葛
かつしか

飾北
ほくさい

斎の「冨嶽三十六景」（天保 2 年・

1831）に続き、「東海道五拾三次」（天保 4 年・1833）を刊行

し高い評価を受けました。北斎と広重は競い合うように名

所絵を発表し風景画というジャンルの発展に一役買います。

広重はこの後「近江八景」、「江戸近郊八景」、渓
けいさい

斎英
えいせん

泉から

引き継いだ「木曽街道六拾九次」といった名所絵を発表し

名声を確立していきます。晩年には「名所江戸百景」、「雪

月花」三部作などにより写生の新境地を開拓しました。

左図は雪の日の日本橋です。絵の右に見えるのは江戸城

で左奥が富士山、そして手前に描かれているのは江戸市民

の台所を担っていた旧魚河岸です。日本橋の上には大名行

列が描かれています。
「名所江戸百景 日本橋雪晴」初代・歌川広重 

画像：国立国会図書館デジタルコレクション
https://dl.ndl.go.jp/pid/1303205（参照 2025-9-30）

「冨嶽三十六景　神奈川沖浪裏」葛飾北斎 
画像：東京富士美術館収蔵品データベース

https://www.fujibi.or.jp/collection/artwork/03628/（参照 2025-9-30）

「冨嶽三十六景　江戸日本橋」葛飾北斎
画像：東京富士美術館収蔵品データベース

https://www.fujibi.or.jp/collection/artwork/06146/（参照 2025-9-30）

浮世絵で最初に使われていた青は植物のツユクサから採っ

たもので褪色が激しいという欠点がありました。濃い発色の

藍も使用されていましたが、藍はぼかして使用することがで

きませんでした。

そこで登場したのが輸入品のベロ藍です。これは現在のド

イツ・ベルリンで生まれた人工顔料《プルシャンブルー》の

ことで、当時はベルリン藍、ベロ藍と呼ばれていました。

英泉が初めてベロ藍を浮世絵に取り入れ、《藍
あいずり

摺》と呼ばれ

る団扇絵はヒットし、そこからベロ藍の流行が始まります。

そしてその美しい青は広重や葛飾北斎の作品にも使われ、後

に“広重ブルー” “北斎ブルー”という言葉が生まれたほどです。

さらには浮世絵をきっかけにヨーロッパでもベロ藍を使用す

る画家が増えていきました。　

右下図は、手前に人がひしめき活気あふれる日本橋をあえ

て見切れる形で描き、遠景に富士山を望むという構図になっ

ています。空の青の深さ、川の水面の奥行も見事なぼかしで

描いています。

浮 世 絵 の 青
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お す す め の本
『世界でいちばん素敵な浮世絵の教室』
　岡部昌幸／監修　三才ブックス　2020年

『絵師の魂 渓斎英泉』
　増田晶文／著　草思社　2019年

『浮世絵を彩った橋』
　紅林章央／著　建設図書　2025年

『新編 浮世絵の基礎知識』
　吉田漱／著　雄山閣　2025年

浮世絵はどうやって描かれているの？人気のあった
ジャンルは何？どんな流派があったの？など、江戸時
代に人々の生活を彩った浮世絵についてQ＆A形式で
わかりやすくまとめられています。
簡潔な解説と、たくさんの色鮮やかな図版が載って
いて目に楽しく読みやすい一冊です。浮世絵のことを
知るための第一歩におすすめです。

実の両親・育ての親も早くに亡くし、食べていくため
に春画を描き、周囲からの蔑みを尻目に己の絵の高みを
目指した渓斎英泉の波乱万丈な人生を書いた小説です。
ベロ藍を用いた団扇の誕生ストーリー、熱を入れて
いた街道絵をなぜ歌川広重に引き継ぐことになったの
か・・・。小説だからこそ、うかがえる浮世絵の世界
をご堪能ください。

浮世絵のジャンルのひとつである風景画には、「橋」
が描かれているものが数多くあります。本書では東北
から九州までの約70橋を江戸後期から明治末期までの
浮世絵150枚で紹介しています。
橋の構造・意匠を知るには、浮世絵は貴重な資料で
もあります。他に類を見ない、浮世絵の切り口が秀逸
な一冊です。

1974年の刊行以来、版を重ねてきた名著の新編です。
網羅性の高い内容でありながら、入門書としても読む
ことができます。なかでも特筆すべきは「浮世絵便覧」
ページです。主要絵師の略伝、各派の系譜図、屋号
入りの浮世絵問屋版元一覧など群を抜いた情報量で、
まさに浮世絵の教科書と言える本です。浮世絵の知識
を一層深めたい方はぜひ手に取ってみてください。

<参考文献>『新修日本橋区史 上巻（1）』東京市日本橋区役所／編　東京市日本橋区役所　1937年
	 『原色 浮世絵大百科事典 第 2 巻』日本浮世絵協会／編　大修館書店　1982年
	 『名所江戸百景』一立斎広重／画　宮尾しげを／文　集英社　1992年
	 『日本橋消えた町懐かしい地名　旧町名・新町名対照表』中央区立日本橋図書館／編　中央区立日本橋図書館　1998年
	 『浮世絵師列伝（別冊太陽）』小林忠／監修　平凡社　2006年
	 『歌川国貞　これぞ江戸の粋』歌川国貞／画　太田記念美術館／監修　日野原健司／著　東京美術　2016年
	 『はじめての浮世絵 世界にほこる日本の伝統文化（3）』深光富士男／著　河出書房新社　2017年
	 『もっと知りたい浮世絵』田辺昌子／著　東京美術　2019年
	 『教えてコバチュウ先生 ! 浮世絵超入門』小林忠／著　小学館　2020年
	 『世界でいちばん素敵な浮世絵の教室』岡部昌幸／監修　三才ブックス　2020年
	 『歌川広重 伝統の美がひかる! 江戸時代の天才絵師』山下裕二／監修　ほるぷ出版　2022年
	 『ビジュアル版 江戸十八大浮世絵師』深光富士男／著　河出書房新社　2024年
	 『2時間でわかる浮世絵の本』堀口茉純／監修　自由国民社　2025年
	 『絵で見て楽しい ! はじめての浮世絵』藤澤紫／著　藤澤茜／著　すばる舎　2025年
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宗教法人  身
み の ぶ べ つ い ん

延 別院（ 日 蓮 宗 ）

中央区日本橋小伝馬町3-2

身延別院は日本橋小伝馬町の十
じっし

思公園付近にあるお寺です。山梨県にある日蓮宗総本山の身
みのぶさん

延山 久
く お ん じ

遠寺の別

院にあたります。ご本尊として日
にちれんしょうにん

蓮聖人 坐
ざぞう

像が安置され、「願
がんまんこうそにちれんだいぼさつ

満高祖日蓮大菩薩」「願
がんまん

満祖
そ し

師」として奉られています。　

歴史・由来

≪参考URL≫『小傳馬町　身延別院』　ホームページ　http://minobu-betsuin.jp/（参照2025-09-30）
	 『中央区を、知る』中央区ホームページ　（都指定文化財　旧跡「伝馬町牢屋敷跡」）
	 https://www.city.chuo.lg.jp/a0052/bunkakankou/rekishi/tokyobunkazai/royashiki.html（参照2025-09-30）
≪参考文献≫『中央区史　下巻』東京都中央区役所／編集　東京都中央区役所　1958年
	 『日本橋トポグラフィ事典　地誌編』日本橋トポグラフィ事典編集委員会／編　たる出版　2007年
	 『中央区歴史・文化ガイドブック』中央区教育委員会郷土資料館／編　中央区教育委員会郷土資料館　2023年
	 『江戸東京の寺社609を歩く　下町・東郊編』槇野修／著　山折哲雄／監修　PHP研究所　2011年

謝辞
身延別院のご住職 藤井教祥様には、写真提供および歴史・由来等についてご協力をいただき、感謝申し上げます。

シリーズ企画シリーズ企画

日本橋地区の寺・神社　其の二十

江戸時代、現在の日本橋小伝馬町にある十思公園・十思スクエア・大
だいあんらくじ

安楽寺・身延別院を含む地域には牢屋敷が置かれ
ていました。放火犯・盗賊などさまざまな罪人や幕末の志士が収容されており、厳しい拷問や獄内の劣悪な環境などによっ
て多くの人々が獄死しました。

明治になり牢屋敷が取り壊された跡地に、身延山久遠寺七十三世　
新
あらいにっさつしょうにん

居日薩上人らが法華の道場を建立し、獄死した大勢の亡霊たちを
慰めようとしました。明治15年（1882）9 月に祖

そ し ど う

師堂が建てられ、明
治16年（1883）10月に開堂式が行われました。ご本尊は明治 8 年

（1875）に日蓮宗総本山である身延山久遠寺の宝
ほうぞう

蔵から芝
しば

二
に ほ ん

本榎
えのき

の
日蓮宗大教院へ遷

せ ん ざ

座したのち、身延山別院創建の際に祖師像として
迎えられました。境内の御

おだいもく

題目供
くようとう

養塔は新居日薩上人が吉
よ し だ

田松
しょういん

陰や
橋
はしもと

本左
さ な い

内など牢屋敷の獄死者を追善するために建立したものです。
大正12年（1923）、関東大震災によって身延別院は焼失しました。ご本尊は浜町河岸の船に避難中に被災しましたが、船

は無人のまま流されて半月後に千葉県船橋の沿岸で発見されました。船中の過去帳
から小伝馬町身延別院と判明し無事に戻ることが叶いました。現在の本堂は昭和 4
年（1929）に再建されたものです。

第二次世界大戦末期の昭和20年（1945）、空襲による大爆撃を受けた時、焼夷弾の一つ
が危うく本堂のご本尊の裏側に落ちましたが不思議にも自然に消えて事なきを得ました。

関東大震災、第二次世界大戦をくぐり抜けたご本尊は昭和47年（1972）4 月に都指
定有形文化財に指定され、現在は本堂の厨

ず し

子内に安置されています。
境内の油かけ大黒天神には、開運・安産・商売繁昌・福徳円満のご利益があるとさ

れています。

油かけ大黒天神

写真提供：身延別院
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最近の行事より

日本橋図書館SDGsワークショップ
「お気に入りの紙袋でブックカバー作り」

令和7年6月22日に実施

日本橋浜町から化石が発掘された古代のゾウ “ ナウマンゾウ ” の
特別展「中央区にナウマンゾウがいたころ」（令和6年度に中央区
立郷土資料館にて開催）で展示されたパネルを、日本橋図書館で展
示しました。あわせて「ナウマンゾウぬりえ」や小学生向けクイズ
を配布するほか、特製・等身大ナウマンゾウパネルのフォトスポッ
トも設置しました。
期間中は多くの方々が展示をご覧になり、クイズにもたくさんの
ご参加をいただきました。ナウマンゾウを知ってもらう良いきっか
けになったのではないでしょうか。

日本橋図書館パネル展示
「日本橋浜町にいたナウマンゾウ～大きさはどのくらい？～」

令和7年8月25日～9月24日に実施

今号は「日本橋」の描かれた浮世絵を紹介しました。空の色使い、雲の描き方やアングルなど、
絵師による違いを見比べつつ楽しんでいただけたら嬉しいです。画像を使わせていただいた国
会図書館のデジタルコレクションのように、インターネットでも美しい浮世絵を沢山見ること
ができます。図書館にも図版入りの素敵な本が沢山あるので、ぜひ手に取ってみてくださいね。

もったいなくて捨てられない紙袋を、ブックカバー
にリメイクするワークショップを開催！小学生から
大人まで、幅広い年齢の方々にご参加いただきまし
た。
参加者は持参されたお気に入りの紙袋や、会場に
用意された様々な紙袋で、思い思いのすてきなブッ
クカバーを作りました。最後はフィルムコートで仕
上げ、防水効果を高めます。「家でもブックカバーを
作りたいです」とのご感想もいただきました。
資源のリサイクルと、本の水濡れ防止にもつなが
る、一石二鳥のイベントとなりました。
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